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　日本は海域での地震のみならず、陸域での活断層

による地震により多くの災害を被ってきた。これら

の活断層には、過去に形成された断層が、再度、今

度は全く異なる向きから力を受けて活動するものが

ある。いってみれば、地面の中にある過去の古傷が

癒えることなく、今度は全然違う力を受けて動くこ

とがある。

　いまからおよそ二千数百万年から千五百万年前頃

に現在の東北地方は東西方向に強く引っ張りの力を

受けた。この力によって、はじめ大陸の一部であっ

た東北日本列島は大きく東に移動し、その結果、日

本海が形成された。このように大陸地殻の一部が引

っ張りの力により分裂するところをリフトとよんで

いる。現在、リフトが形成されているところとして、

東アフリカ大地溝帯が有名である。

　この引っ張りの時期に、現在の奥羽脊梁山脈の東

部に当たる地域には、西に傾斜した正断層（上盤が

ずり下がる断層）ができ、これにより凹地群が発達

した（図１(b)）。これらの凹地は、ハーフグラー

ベン（半地溝）といわれ、おおむね二千万年前から

千五百万年前に、この中に海の地層が堆積した（図

１のIII）。その後、東北日本では、海の地層が堆積

したり、カルデラ形成などの火成活動により火山噴

出物が堆積した（図１のIV）。数百万年前から、東

北日本は太平洋プレートによる強い圧縮力を受け

て、今度は東西方向に短縮するようになり、現在に

至っている。この最後の過程で、前述の正断層群の

一部は向きを反対に運動し、逆断層として活動する

ようになる（図１(d)）。このようにかつて引っ張

りの力によって正断層としてできた断層が、後に圧

縮の力によって逆断層として活動することを、反転

テクトニクスと呼んでいる。正断層やハーフグラー

ベンの形成から反転テクトニクスに至る様子を図１

にまとめた。また、奥羽脊梁山脈は、これらの東部

にある反転テクトニクスによる逆断層と、山脈西部

の横手盆地など内陸盆地の東縁部に発達する東傾斜

の逆断層により、挟まれた場所にある。山脈は、現

在、これらの活動により、中心部が盛り上がるよう

な隆起過程にある。図２には、北上低地帯から脊梁

山地経て横手盆地に至る地下の断層構造を示した。

　脊梁山脈東部の

活断層の反転テク

トニクスによる地

震の例としては、

2003年７月26日に

発生した宮城県北

部の地震（M6.4）

がある。この地震

で活動したとされ

る断層（須江断層）

である。さらに、

2008年岩手宮城内

陸地震（M7.2）

も、反転テクトニ

クスによる逆断層

の活動によるもの

である。このよう

にはるか昔に形成

された古傷が再活

動することによ

り、現在のわれわ

れに大きな影響を

与えている。

図２　東北日本の上部地殻構造を示す東西模式断面

　図１　ハーフグラーベンの形成と
反転テクトニクス。地層はIからIVの
順に堆積する。大きな矢印は力の向
きを示す。
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　県土整備部建設技術振興課は、

「岩手県港湾維持管理計画策定

（その３）業務委託」を入札した

結果、国際航業が2465万円で落札

した。同業務では久慈港や宮古港、

釜石港、大船渡港などの施設を対

象に、現地調査や維持管理計画の

策定を行う。履行期間は、135日

間となってい

る。（関連６

面）

　同業務は、

久慈港や宮古

港をはじめ、

釜石港、大船

渡港、八木港、

小本港におけ

る港湾施設の

維持管理計画

に係る現地調

査を実施し、

各施設の維持

管理計画を策定するもの。

　現地調査では、陸上や船上から

の目視調査のほか、潜水調査を行

い、施設の劣化・損傷状況などを

把握。記録を整理し、報告書を取

りまとめる。

　維持管理計画の策定に当たって

は、対象施設の設計図書や工事完

成図書から必要事項を抽出して整

理。資料や現地の調査結果などを

基に、維持管理計画書を作成する

ための検討を行う。

　各港の施設概要を見ると、久慈

港には航路北護岸（延長379.4㍍）

や同南護岸（同267㍍）、半崎１号

護岸（同236㍍）、同２号護岸（同3

50㍍）などがある。

　このほか、宮古港には高浜護岸

（同340㍍）や神林埋立護岸（同1

48.4㍍）など、釜石港には大平護

岸（同844.7㍍）や大渡護岸（同2

04.6㍍）など、大船渡港には赤崎

護岸（同401.6㍍）や山口１号護

岸（同310.9㍍）などが整備され

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　奥州市は、江刺岩谷堂字小境の

江刺第一中学校の屋内運動場の改

築について、今年度から工事に入

りたいとしている。現在、実施設

計が進んでお

り、10月末の脱

稿予定。早けれ

ば11月にも工事

について入札、

20年度の３学期

頃からの供用を

目指し、施工を

進めたいとして

いる。

　新しい屋内運

動場は、校舎の

西側、職員用の

駐車場として利

用されている位置に建て替える計

画。鉄骨造一部２階建てで、延べ

2300平方㍍程度の床面積を予定し

ている。

　１階はアリーナなどがメーン。

２階部分は、ギャラリー兼マルチ

運動スペースなどが設けられる。

　施工に向けて、前年度には石川

設計アソシエートに、耐力度調査

と実施設計を外部委託し、実施設

計が現在は進む。工事は順調にい

けば11月にも建築、電気設備、機

械設備の３件分離での入札が予定

されている。

　同校の現在の屋内運動場は、校

舎から見て北西の位置に立地。68

年に建てられたもので、鉄骨造一

部２階建ての延べ1528平方㍍の床

面積となっている。

　建築年が経過し、老朽化が進ん

でいる上、市で以前に文教施設の

耐震診断を一斉に実施した際に

は、Ｉｓ値の低い個所が見受けら

れた。耐震補強で対応することな

ども模索したが、規模が大きく施

工に時間も要することもあり、改

築することに踏み切った。

　県と沿岸９市町村、内陸３市は

７日、復興庁に対して共同で第25

回の復興交付金事業計画を提出し

た。事業費合計は31事業・208億9

7万8000円で、配分が14事業・175

億5866万7000円、事業間流用が17

事業・32億4231万1000円という内

訳。今回の計画に盛り込まれた主

な事業は、陸前高田市の都市再生

区画整理事業に約120億円など。

　市町村別の主な計画は、陸前高

田市が16事業・165億7754万円、

大船渡市が５事業・23億4403万80

00円、大槌町が２事業・７億1491

万8000円、田野畑村が３事業・４

億9515万9000円など。

　主な事業を見ると、県事業では

道路事業（市街地相互の接続道路

等）の配分が約34億9000万円（大

船渡市、陸前高田市）、流用が約２

億8000万円（大船渡市、陸前高田

市）。高田松原地区津波復興祈念公

園整備事業の配分が約８億円（陸

前高田市）、浪板海岸砂浜再生事業

の配分が約５億6000万円（大槌町）

など。

　市町村事業では、都市再生区画

整理事業（効果促進事業を含む）

の配分が約120億7000万円（陸前

高田市）、流用が約６億8000万円

（陸前高田市）。道路事業（市街地

相互の接続道路等）の流用が約８

億円（宮古市、大槌町、大船渡市）、

道路事業（高台移転等に伴う道路

整備［区画整理］）の流用が約６

億2000万円（陸前高田市）など。

　今回提出された事業計画は、20

19年度および20年度分の事業費な

どに関する事業計画の変更。19年

度分が約46億3000万円、20年度分

が約161億7000万円となってい

る。

宮古市の宮古港

改築を計画する江刺第一中の屋内運動場


